
1 
 

 

●長崎県立大学 令和 2年度第 15回教育研究評議会 議事録 

日 時 令和 3年 1月 6日（水） 14：40～15：30 

場 所 シーボルト校特別会議室 

出席者 

木村学長、古河副学長、大曲副学長、小松副学長、代田経営学部長、綱地

域創造学部長、森田国際社会学部長、平岡情報システム学部長、大塚看護

栄養学部長兼人間健康科学専攻長、三戸地域社会マネジメント専攻長、穴

田情報工学専攻長、下野付属図書館長、石田佐世保校附属図書館長、百岳

事務局長、井上シーボルト校事務局長、山田学生支援部長 

配付資料 

【資料１】教員の採用について 

【資料 2】国際交流センター長等選考規程等の一部改正について 

【資料 3】総合型選抜、学校推薦型選抜等の結果について 

【資料 4】令和 3年度学年暦について 

【資料 5】令和 2年度卒業予定者内定取得状況について 

議 事 

【協議事項 1．教員の採用について】 

資料 1 に基づき、地域創造学部長より次のような説明があり、了承され

た。 

地域創造学部実践経済学科教員 1 名の採用についてである。採用予定年

月日は令和 3年 4月 1日、採用予定職位は准教授、専門分野は経済学であ

り、担当科目は経済政策論等である。 

 

【協議事項 2．学部長の推薦について】 

 資料なし。学長より次のような説明があり、了承された。 

 現学部長の任期満了に伴う新学部長の選考について、経営学部長に代田

義勝教授、地域創造学部長に綱辰幸教授、国際社会学部長に森田均教授、

情報システム学部長に平岡透教授、看護栄養学部長に大塚一徳教授を選考

したい。 

 対象教員退席のもと、教育研究評議会での意見聴取が行われ、異議なく

了承。 

 学部長の任期は、令和 3年 4月 1日～令和 5年 3月 31日の 2年間で

ある。 

 

【報告事項 1．国際交流センター長等選考規程等の一部改正について】 

 資料 2に基づき報告された。 

 3 センター1 研究所のセンター長、研究所長の選考に関する規程につい

て、学部によらず、大学全体の教員による選考となるよう規程の一部を改

正する。 

 

【報告事項 2．総合型選抜、学校推薦型選抜等の結果について】 

 資料 3に基づき報告された。 

 共通テスト等の結果により今後決定する部分もあるが、現時点での選抜

状況を報告する。 
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【報告事項 3．令和 3年度学年暦について】 

 資料 4に基づき報告された。 

 クォーター制度導入 2年目としての学年暦であるが、令和 2年度当初の

学年暦からの大きな変更はない。 

 

【報告事項 4．令和 2年度卒業予定者内定取得状況について】 

 資料 5に基づき報告された。 

 令和 2年 12月末時点での内定状況は、大学全体は前回報告時の 79.9％

から 88.0％となったが、前年度同期と比較して 5.5％の減である。 

 未内定者は 82名であり、昨年度同期より 2倍ほどである。 

 県内就職率は前回報告時の 27.4％から 28.2％となった。 

 

以上 


